
(57)【要約】

【課題】レゾネータの設置スペースをエンジンルーム内

に容易に確保し、取付けのための部品点数や作業工数を

削減するため、レゾネータをエアクリーナと一体に備え

たエンジンの吸気装置を提供する。

【解決手段】レゾネータを２分割した分割体にて構成し

、エアクリーナを上面に開口部を有するケース本体と下

面に開口部を有するカバーにて構成し、前記分割体同士

を分割面で接合一体化してレゾネータを完成し、前記ケ

ース本体に隣接するレゾネータの一方の分割体をその隣

接面で接合一体化する。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
箱 状 の レ ゾ ネ ー タ と エ ア ク リ ー ナ と を 備 え る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 で あ っ て 、 レ ゾ ネ ー タ を
２ 分 割 し た 分 割 体 に て 構 成 し 、 エ ア ク リ ー ナ を 上 面 に 開 口 部 を 有 す る ケ ー ス 本 体 と 下 面 に
開 口 部 を 有 す る カ バ ー に て 構 成 し 、 前 記 分 割 体 同 士 を 分 割 面 で 接 合 一 体 化 し て レ ゾ ネ ー タ
を 完 成 し 、 前 記 ケ ー ス 本 体 に 隣 接 す る レ ゾ ネ ー タ の 一 方 の 分 割 体 を そ の 隣 接 面 で 接 合 一 体
化 し て な る こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
エ ン ジ ン ル ー ム 内 に 配 管 さ れ エ ン ジ ン に 外 気 を 導 入 す る エ ア ダ ク ト と エ ア ダ ク ト に 設 け ら
れ る レ ゾ ネ ー タ と か ら な る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 で あ っ て 、 レ ゾ ネ ー タ と は 別 体 に 形 成 さ れ
た 一 体 パ イ プ 状 の エ ア ダ ク ト を そ の 周 壁 の 一 部 を レ ゾ ネ ー タ の 壁 部 に 食 い 込 ま せ て 取 付 け
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 消 音 室 （ レ ゾ ネ ー タ ） と エ ア ク リ ー ナ を 一 体 に 設 け た エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 、 或
は 自 動 車 等 の エ ン ジ ン に 外 気 を 導 入 す る た め の エ ア ダ ク ト と 、 こ の エ ア ダ ク ト に 設 け ら れ
る レ ゾ ネ ー タ と か ら な る エ ン ジ ン 用 吸 気 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 両 に 搭 載 さ れ る エ ン ジ ン の 吸 気 騒 音 を 低 減 す る た め 、 エ ア ク リ ー ナ の 吸 気 取 入 部 に 接 続
さ れ る エ ア ダ ク ト の 途 中 に レ ゾ ネ ー タ と 呼 ば れ る 消 音 室 が 接 続 さ れ る こ と が あ る 。 例 え ば
、 特 開 平 ７ － ２ １ ７ ５ １ １ 号 公 報 に は 、 エ ア ダ ク ト と レ ゾ ネ ー タ を ブ ロ ー 成 形 で 一 体 化 し
た も の が 記 載 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 エ ア ダ ク ト よ り 吸 入 さ れ る 吸 入 空 気 の 流 れ に 起 因 す る エ ン ジ ン の 吸 気 騒 音
の 低 減 が 求 め ら れ る レ ゾ ネ ー タ に あ っ て は 、 騒 音 低 減 量 が レ ゾ ネ ー タ の 容 積 に 比 例 す る た
め 、 レ ゾ ネ ー タ の 容 積 を 増 や し て 共 鳴 効 果 を 大 き く し よ う と す る と 、 そ の 分 エ ン ジ ン ル ー
ム 内 が 狭 く な り 吸 気 部 材 の レ イ ア ウ ト 上 で 制 限 を 受 け る 。 ま た 、 容 積 の 大 き い レ ゾ ネ ー タ
を エ ア ダ ク ト に 接 続 す る と 、 レ ゾ ネ ー タ の 設 置 ス ペ ー ス を エ ン ジ ン ル ー ム 内 に 確 保 す る の
が 困 難 で あ る ほ か 、 そ の 取 付 け の た め の 部 品 点 数 や 作 業 工 数 が 増 加 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 特 開 平 ８ － ８ ６ ２ ５ ６ 号 公 報 に は 、 エ ア ダ ク ト の 一 部 と エ ア ダ ク ト の 残 部 （ レ ゾ ネ
ー タ の 一 部 を 兼 用 す る ） の 端 面 を 接 合 し た レ ゾ ネ ー タ 付 き エ ア ダ ク ト が 記 載 さ れ て い る が
、 エ ア ダ ク ト は 二 分 割 さ れ そ の 接 合 部 を 完 全 密 着 さ せ る の は 困 難 で あ り 、 そ の 接 合 面 の 隙
間 か ら ガ ソ リ ン 混 合 空 気 が 侵 入 し て 引 火 爆 発 の 危 険 を 孕 む 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 前 記 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 レ ゾ ネ ー タ を エ ア ク リ ー ナ と 一 体 に 備 え た エ
ン ジ ン の 吸 気 装 置 お よ び エ ン ジ ン ル ー ム 内 の レ イ ア ウ ト 上 で の 制 限 を 緩 和 で き る と と も に
、 分 割 型 の エ ア ダ ク ト を 採 用 す る こ と に よ る 危 険 性 を 解 消 す る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 箱 状 の レ ゾ ネ ー タ と エ ア ク リ ー ナ と を 備 え る エ ン ジ
ン の 吸 気 装 置 で あ っ て 、 レ ゾ ネ ー タ を ２ 分 割 し た 分 割 体 に て 構 成 し 、 エ ア ク リ ー ナ を 上 面
に 開 口 部 を 有 す る ケ ー ス 本 体 と 下 面 に 開 口 部 を 有 す る カ バ ー に て 構 成 し 、 前 記 分 割 体 同 士
を 分 割 面 で 接 合 一 体 化 し て レ ゾ ネ ー タ を 完 成 し 、 前 記 ケ ー ス 本 体 に 隣 接 す る レ ゾ ネ ー タ の
一 方 の 分 割 体 を そ の 隣 接 面 で 接 合 一 体 化 し て な る こ と を 手 段 と す る も の で あ る 。 ま た 、 エ
ン ジ ン ル ー ム 内 に 配 管 さ れ エ ン ジ ン に 外 気 を 導 入 す る エ ア ダ ク ト と エ ア ダ ク ト に 設 け ら れ
る レ ゾ ネ ー タ と か ら な る エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 を 、 レ ゾ ネ ー タ と は 別 体 に 形 成 さ れ た 一 体 パ
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イ プ 状 の エ ア ダ ク ト を そ の 周 壁 の 一 部 を レ ゾ ネ ー タ の 壁 部 に 食 い 込 ま せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 示 し た 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ は 吸 気 装 置 の 側 面 断 面 図 で 、 自 動 車 の エ ン ジ ン に 吸 入 さ れ る 空 気 を 浄 化 す る た め の エ
ア ク リ ー ナ Ｃ は 、 上 面 に 開 口 部 を 備 え た 合 成 樹 脂 製 の ケ ー ス 本 体 １ と 、 下 面 に 開 口 部 を 備
え て ケ ー ス 本 体 １ の 上 面 に 取 外 し 自 在 に 結 合 さ れ る 合 成 樹 脂 製 の カ バ ー ２ と か ら 構 成 さ れ
、 ケ ー ス 本 体 １ と カ バ ー ２ と の 間 に 保 持 さ れ て 空 気 を 浄 化 す る エ レ メ ン ト ３ と 、 ケ ー ス 本
体 １ と カ バ ー ２ と の 結 合 面 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
吸 気 騒 音 を 低 減 す る レ ゾ ネ ー タ Ｒ は 、 合 成 樹 脂 製 の 下 面 に 開 口 部 を 備 え た レ ゾ ネ ー タ の 一
部 ６ と 、 合 成 樹 脂 製 の 上 面 に 開 口 部 を 備 え た レ ゾ ネ ー タ の 残 部 ７ と に ２ 分 割 さ れ 、 そ の 分
割 面 １ ０ 同 士 が 接 合 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。 こ の 接 合 は 振 動 溶 着 、 熱 板 溶 着 、 接 着 剤 に
よ る 接 着 等 の ほ か 、 公 知 の 接 合 方 法 の い ず れ で 行 っ て も よ い 。 な お 、 ８ は レ ゾ ネ ー タ の 一
部 ６ の 上 壁 ６ Ａ 中 央 か ら 内 部 の 消 音 室 に 連 通 さ せ る 連 通 管 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
レ ゾ ネ ー タ の 一 部 ６ の 上 部 は 、 上 方 に 隣 接 す る ケ ー ス 本 体 １ の 下 部 と の 隣 接 面 １ １ 同 士 が
接 合 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。 こ の 接 合 も 振 動 溶 着 、 熱 板 溶 着 、 接 着 剤 に よ る 接 着 等 の ほ
か 、 公 知 の 接 合 方 法 の い ず れ で 行 っ て も よ い 。 な お 、 レ ゾ ネ ー タ の 一 部 ６ と ケ ー ス 本 体 １
の 下 部 と の 接 合 に よ り 、 ケ ー ス 本 体 １ の 吸 気 取 入 部 ５ と レ ゾ ネ ー タ の 一 部 ６ の 上 壁 ６ Ａ と
の 間 に 吸 気 導 入 口 ９ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
エ ン ジ ン の 負 圧 に よ り 吸 気 導 入 口 ９ か ら 吸 入 さ れ た 空 気 は 、 ケ ー ス 本 体 １ と エ レ メ ン ト ３
間 に 区 画 さ れ た ダ ス ト 室 １ ２ に 流 入 し 、 次 い で 、 ダ ス ト 室 １ ２ か ら エ レ メ ン ト ３ を 上 方 に
通 過 し て 浄 化 さ れ た 空 気 は 、 エ レ メ ン ト ３ 及 び カ バ ー ２ 間 に 区 画 さ れ た ク リ ー ン 室 １ ３ か
ら 吸 気 排 出 口 １ ４ を 通 過 し て エ ン ジ ン に 供 給 さ れ る 。 一 方 、 吸 気 導 入 口 ９ に 連 通 管 ８ を 介
し て 連 通 す る レ ゾ ネ ー タ Ｒ の 消 音 室 に よ り 吸 気 騒 音 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ２ は 自 動 車 エ ン ジ ン の 吸 気 装 置 の 断 面 図 を 示 し 、 吸 気 装 置 ２ １ は エ ア ダ ク ト ２ ２ と 箱 状
の レ ゾ ネ ー タ ２ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。 エ ア ダ ク ト ２ ２ は 合 成 樹 脂 に よ り 分 割 さ れ な い 一
体 の パ イ プ 状 に レ ゾ ネ ー タ ２ ３ と は 別 体 に 形 成 さ れ 、 そ の 両 側 面 に は 鍔 状 の 突 起 ２ ２ ａ ，
２ ２ ａ が 一 体 に 突 設 さ れ て い る 。 レ ゾ ネ ー タ ２ ３ は 合 成 樹 脂 に よ り 箱 状 に 形 成 さ れ 、 そ の
底 面 の 一 部 に 切 欠 部 ２ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 上 記 切 欠 部 ２ ３ ａ に は 突 起 ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ
を レ ゾ ネ ー タ 底 面 に 溶 着 等 に よ り 接 合 す る こ と に よ り 、 エ ア ダ ク ト ２ ２ は そ の 上 半 分 の 周
壁 ２ ２ ｂ が レ ゾ ネ ー タ ２ ３ の 内 部 に 若 干 食 い 込 ん だ 形 態 で 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 エ
ア ダ ク ト ２ ２ の 上 半 分 の 周 壁 ２ ２ ｂ が 切 欠 部 ２ ３ ａ を 塞 い で レ ゾ ネ ー タ の 壁 部 を 兼 用 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 レ ゾ ネ ー タ ２ ３ の 底 面 に 切 欠 部 が 設 け ら れ ず 連
続 し た 壁 部 が 形 成 さ れ て い る 例 を 示 す が 、 そ の 他 の 構 成 は 図 ２ と 同 様 な の で 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 エ ア ク リ ー ナ と レ ゾ ネ ー タ と を コ ン パ ク ト に 一 体 化 し て
狭 い 場 所 へ の レ イ ア ウ ト を 容 易 化 す る と と も に 、 取 付 け に 要 す る 部 品 点 数 及 び 作 業 工 数 を
削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 レ ゾ ネ ー タ の 内 方 に エ ア ダ ク ト の 一 部 が 食 い 込 ん だ 形 態 で
一 体 的 に 設 け ら れ る の で 、 そ の 分 エ ン ジ ン ル ー ム 内 を 広 く 利 用 す る こ と が で き 、 吸 気 部 品
の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 大 き く な る 。 さ ら に 、 エ ア ダ ク ト は 非 分 割 の 一 体 パ イ プ 状 な の で
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レ ゾ ネ ー タ と の 取 付 部 に お い て 、 外 部 か ら ガ ソ リ ン 等 の 危 険 物 が 侵 入 す る 虞 が な く 安 全 性
の 高 い も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 吸 気 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 側 面 断 面 図 。
【 図 ２ 】 他 の 実 施 例 を 示 す 側 面 断 面 図 。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 例 を 示 す 側 面 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ケ ー ス 本 体
２ 　 カ バ ー
３ 　 エ レ メ ン ト
４ 　 シ ー ル 部 材
５ 　 吸 気 取 入 部
６ 　 レ ゾ ネ ー タ の 一 部
７ 　 レ ゾ ネ ー タ の 残 部
８ 　 連 通 管
９ 　 吸 気 導 入 口
１ ０ 　 分 割 面
１ １ 　 隣 接 面
１ ２ 　 ダ ス ト 室
１ ３ 　 ク リ ー ン 室
１ ４ 　 吸 気 排 出 口
２ １ 　 吸 気 部 材
２ ２ 　 エ ア ダ ク ト
２ ３ 　 レ ゾ ネ ー タ

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(4) JP 2004-138045 A 2004.5.13



【 図 ３ 】
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